
コイル（４） −直列接続
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a点からb点までが⼀本道で分岐がないため、
全てのコイルに流れる電流は同じで、 𝐼[A]となる。

𝑉[V]

𝑉 ：𝑉 ：𝑉 𝐿
𝑑𝐼
𝑑𝑡：𝐿

𝑑𝐼
𝑑𝑡：𝐿

𝑑𝐼
𝑑𝑡   𝐿 ：𝐿 ：𝐿

 
  

𝑉

 
 

𝑉

 
 

𝑉

𝐿[H]

a

b 逆起電⼒⽐は、

𝐿  [H]

𝐿  [H]

𝐿  [H]

𝑉 𝐿
𝑑𝐼
𝑑𝑡

コイルの逆起電⼒𝑒[V]の⼤きさは、𝑒 𝐿 で表せたので、
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各コイルの逆起電⼒の合計が、ab間の電圧𝑉[V]になるので、
合成インダクタンスを𝐿[H]とすると、𝑉 𝑉 𝑉 𝑉 より、
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いずれのコイルにかかる電圧も、a点とb点の電位差なので、
コイルにかかる電圧は全て同じで、𝑉[V]となる。
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